
付録A　直送業務の場合の「複数のテーブル間の項目対応表」

No 項目名 設定仕様 項目名 設定仕様 項目名 設定仕様 項目名 設定仕様 項目名 設定仕様 項目名 設定仕様
1 受注NO シーケンスで発番 受注ＮＯ 受注の値を引き継ぐ 受注NO 受注の値を引き継ぐ

2 受注日 画面、I/Fの値

3 品目 画面、I/Fの値 品目 受注の値を引き継ぐ 品目 発注の値を引き継ぐ 品目 仕入の値を引き継ぐ 品目 仕入の値を引き継ぐ 品目 売上の値を引き継ぐ

4 納品先 画面、I/Fの値 納入場所

受注の納品先の値を

引き継ぐ

5 得意先 納品先マスタを元に設定 得意先 NULL 得意先 売上の値を引き継ぐ

6 希望納期 画面、I/Fの値 希望納期 受注の値を引き継ぐ

7 発注日

画面の値

※希望納期に間に合う

日付を設定する

8 数量 画面、I/Fの値 数量 受注の値を引き継ぐ 数量 発注の値を引き継ぐ 数量 仕入の値を引き継ぐ 数量 仕入の値を引き継ぐ 数量 売上の値を引き継ぐ

9 金額

数量×単価

※単価は仕入テーブルの

値 金額

数量×単価

※単価は売上テーブルの値

10 単価

品目、納品先、希

望納期を元に販売

単価マスタから取得

する 単価

受注の値を引き継ぐ

訂正機能によって発注

時と異なる単価に変更

することができる

11 受注状況区分 「１：受注」固定

12 手配方法区分

「２：直送取引」固

定

13 発注NO シーケンスで発番 発注NO 発注の値を引き継ぐ

14 仕入先 画面の値 仕入先 発注の値を引き継ぐ 仕入先 仕入の値を引き継ぐ 仕入先 NULL

15 単価

品目、仕入先、希望

納期を元に購買単価

マスタから取得する 単価

発注の値を引き継ぐ

訂正機能によって発

注時と異なる単価に

変更することができる

16 直送区分 「２：直送取引」固定

17 仕入NO シーケンスで発番 仕入NO 仕入の値を引き継ぐ 仕入NO NULL

18 入荷連番 NULL

19 仕入計上日 画面の値 売上計上日

仕入の値（仕入計上

日）を引き継ぐ 計上日

仕入の値（仕入計上

日）を引き継ぐ 計上日 売上計上日

20 売上NO シーケンスで発番 売上NO NULL 売上NO 売上の値を引き継ぐ

21 出荷連番 NULL

22 インターフェースNO シーケンスで発番 インターフェースNO シーケンスで発番

受注 会計システム用データ送信

受注テーブル

仕入・売上

仕入 売上

売上・仕入I/Fテーブル（仕入）

発注

発注テーブル 仕入テーブル 売上テーブル



付録B　影響分析の作業手順

システム変更

に伴う設計書

DB-CCP

１．新たな

同値クラスの

データが発生

確認結果

複数のテーブル間

の項目対応表

２．影響が

波及するテー

ブルと項目の

影響が波及する

テーブルと項目

の一覧

CRUD図

３．テーブル

を参照する

４．修正の

必要性の判

影響が波及

する機能の一

影響が波及す

る機能の設計

判定結果



付録C　先行研究[4]の影響分析システムの画面イメージ


